障子 を閉 さしむ 

南の 家で は、 入口の 前で、 闇に 行水す る 様子 だ。 

下り列車が 通った。 

遠くに 沢山の 犬が 吠える。 

体温 を閲 す、 卅八度 五分。 

行水が すんで、 団扇で 尻 か 何 か 叩く 音が する。 

足音が した。 南 裏の 木戸が 明いた。 

母 はちい さき 灯籠と みそ 萩と を 提げて 帰リ給 

へり。 

今年 は阪 本の 町が 広くな つて 草市の 店が 賑 かに 出た _ 

など 話し 給 ふ。 



汽車 通る。 やがて 単行の 汽罐 車が 通る。 

南の 家で 戸 じ まりの 音が する。 

南東の 家で 戸 じ まりの 音が する。 四隣 漸く 静まる。 

次の間で 麻 木 を 折る 音が する。 

上野の 十 時の 鐘が 聞え る。 

午後 十 時より 十 一 時 迄 

下り列車 通る。 

単行の 汽罐 車、 笛 を 鳴らし/ \、 今度 は 下って 往 た。 

間も無く 上り列車が 来た。 

上野 停車場の 構内で、 汽罐 車が 湯 を 吐きながら 進行 

を 始める 音が 聞え る。 



音が する。 

うと/^ と 眠る。 

汽車が 通った さうな。 

忽ち 表の戸 を はげしく 敲く 音に 眼が 覚めた。 何事 か 

と 思へば 新聞の 配達人が 人 を 起して 新聞の 不着の 言訳 

をす るので あった。 

十一 一時の 鐘 

午前 零時より 一 一時 迄 起き 居る 間に 

鼠の 音 一 度 

聞きし のみ。 そよ との 風 も 吹かず。 犬の 遠呔 

もせず。 動物園の うなり 声 も 聞えず。 夜 一 夜 



騒く 〔# 「騒く」 は ママ〕 鶉 も 鼠 も 此夜は 騒が 

ず。 梅雨 中の 静か さ、 此時 星の 飛ぶ も あるべ 

し。 
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